
緊急対策事業の進捗状況（令和２年10月末現在）

緊急対策 概要

第１弾
277億円

（3/25成立）

 国の緊急対応策を踏まえ、感染拡大防止や医
療提供体制の確保に万全を期す

 事業の継続と雇用の維持に取り組むとともに感
染拡大防止と社会経済活動の両立を目指す

第２弾
784億円

（4/28成立）

 感染拡大防止の徹底と医療提供体制の強化

 徹底した感染防止対策を講じながら経済活動
の維持・継続を図る

 学校や社会生活の安全・安心を確保しながら、
感染拡大の防止に向けた取組を推進

第３弾
349億円
（5/15成立

6/16成立）
 今後に備えた感染拡大防止対策に万全を尽くし、
社会経済活動のレベルを段階的に拡大

 道民と事業者双方が新北海道スタイルを実践し、
普及・定着の取組を各分野で展開第４弾

3,677億円
（7/3成立）

第５弾
2,946億円
（10/2成立）

 感染拡大防止と社会経済活動の両立に向けて、
総合的な対策を実施

 秋冬季に懸念される事態も想定した対策を推進

対策額計
8,034億円

<啓発・広報 3.6> <保健・医療・福祉 1,483>

<経済・雇用 6,227> <教育・生活・文化 321>

分野 主な取組状況

啓発
広報

○ 「新北海道スタイル」の浸透・定着
‧ 実践事業者へのステッカー配布（配付実績：58,408店舗）

‧ 商工団体と連携した巡回訪問（8,251件）※10月末集計中

保健
医療
福祉

○診療相談体制の強化
‧ 新型コロナウイルス感染症健康相談センターの設置による相談窓口の一本化及びフリーコール化

（11月2日受診・相談センターの機能を付加）

‧ インフルエンザ流行期に備えた医療提供体制の整備 【診療・検査医療機関の指定：626カ所】

○検査体制の強化
‧ 検査機器等の導入及び導入支援 【PCR検査能力の拡充：一日2,200人(9月末)→2,550人】

【抗原定性検査の普及：一日800人（9月末）→1,450人】

○病床の確保
‧ 患者の増加に応じた３段階のフェーズに応じた即時受入可能な病床の確保

【即応病床：622床、この他に準備病床1,189床】

‧ 軽症者用宿泊療養施設の確保 【札幌圏：670室ほか】

○集団感染への対応
‧ 医療機関や社会福祉施設等における研修の実施

‧ 集団感染が発生した際の支援体制の強化 【派遣実績：延べ1,737人・25箇所】

‧ 集団感染が発生し職員が不足した社会福祉施設等への支援 【派遣協力登録施設：141法人・施設】

経済
産業
雇用

○事業継続に向けた支援
‧ 無利子融資制度の創設と融資実績に対応した融資枠の拡大

【新規融資枠：3千億円→1兆5千億円、融資実績：43,632件、8,614億円（速報値）】

○地域における経済の循環と需要の喚起
‧ プレミアム付き商品券・乗車券等の発行支援やオンライン物産展の開催

‧ どうみん割・どうみん割＋（ぷらす）による観光需要の喚起

‧ ＨＯＫＫＡＩＤＯ ＬＯＶＥ！の取組推進

○雇用の維持・確保
‧ 離職者、新規学卒者への支援

‧ 企業の人材確保への支援

教育
生活
文化

○学校教育の安全・安心の確保と学びの保障
‧ 感染防止対策のための衛生用品や学びの保障のための教材等を整備

‧ 学習指導員、スクールサポートスタッフの配置

○文化芸術活動に触れる機会の確保
‧ 道内アーティスト作品のweb上での公開（252作品）
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